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内 容 梗 概

ストロージャ交換局より,市外クロスバ交換機に対し,高速度のMF信号により接続回線を構成するセソダ

装置が実用化された｡本装置は距離別時間差法の課金機能,トランクスイッチによる迂回(うかい)中継機能

および前位セレクタで消去された番号の再生棟能をもち,直通路に切り換えられる呼が迂回路のセソダ装置を

無効保留することを防ぎ,共通装置の節約をほかるとともに,依能の簡易化によF),占有スペースのきわめて

小さい経済的なセンダ装置を構成した｡

1.緒 日

日本電信電話公社ほ,市外電話の自動即時化のために,クロス/ミ

市外交換機の建設を全国的に進めている(1)｡クロスバ市外交換故に

は,長距離の市外中継交換機(TTS)として用いられる4線式交換

を行なうためのC8形交換磯(2)と2線式交換で主として市外発信交

換機として用いられるC5,C6形交換機がある｡従来ステップ･バ

イ･ステップ方式のストロージャ局(A形局)より長距離の市外発

信中継を行なう場合は,C6形交換機を経てC8形交換故に接続す

る方式をとっていたが,この方式では市外発信呼量が比較的少ない

ときも市外発信交換枚の設備が必要であり,そのようなことは経済

的でない｡また局舎スペースが狭く,クロスバ市外交換機を設備す

る余裕のない局,および現在ステップ･バイ･ステップのセレクタ

で市外発信系が構成されており,これを撤去してクロス/ミ交換機を

導入することが困難な交換局が′fr二在する｡

C8形交換機の設備された中心局区画内のストロージャ形の集中

局より,長距離の市外発信回線および迂回中継回線を直接C8形交

換機に接続し,長距離の自動即時交換を早期に実施するため,スト

ロージャ局より,加入者ダイヤルを多周波信号(MF)に変換して

クロスバ交換機に送出するセンダ装置の実用化が計画された｡本装

掛まおもにレビータ,センダリンク架,セノダ･トランスレータ,

およぴトランクスイッチから構成され,A形MF信号送出装置(略

称SMS装置)と呼ばれる｡日立製作所では日本電信電話公社に協

力して,本装置の設計にあたり,商用試験用機器の製造を行なっ

た｡試作装置の総合動作試験の結果は良好であり,本年11月より

沼津中心局管内の富士宮集中局で商用試験が実施される予定であ

る｡

本装置はストロージャ局の発信回線をMF信号に変換するもので

あるから,自区画のTTSのみでなく,直接他区画のTTSへの接続

およぴ,一般のクロス′ミ市内局への着信接続も可能であり,今後ク

ロスバ交換機の導入に伴い,それとストロージャ局の相互接続に広

く使用されるものと思われる｡

2.中継方式と動作概要

2.1中 継 方 式

弟1図ほ本装置の中継方式の1例を示すもので,弟1表は実用化

された主要装置の一覧表である｡第2図ほ主要装置の外観図でふ

る｡本装置はワイヤスプリングリレーを主体とするクロスバ瓢～占を
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汁 tl二J本図の記号に対する几例は第1表に示す｡
r2)T/S′には6号Aトランクスイッチシェノしフを使用できる｡

第1囲 A形MF信号送出装置中継方式阿

川い,柴わくほ前面実装形の軽量形鋼継電器架をはじめて偵用し

たっ 次に第1図により本装置の中継方式を説明する｡この項で説明

に円いる磯器の略号は第1表によっている｡

(1) 発 信 回 線

発信加入者から市内1次セレクタ(以後LOCISTSELと略

す)の0レベルより市外1次セレクタ(以後TSISTSELと略

す)を経て接続されるほか,本装置の設置された集中局区域の端

局の市内1次セレクタの0レベルよりメータパルスレビータ,局

間中継線,入セレクタを経て接続される｡

(2)迂回中継,消去数字の再生

本装置に用いられるトランクスイッナシユノしフ(以後T/Sと略

す)は後位中継線の睦光速択機能をもちレベル分割された斜回線

を優先して予選択し,斜回線が全話中の場合の克迂回路を予選択

するものである｡各迂回路は複式となりレビータ(以後KAS

REPまたはAS REPと略す)に接続され,T/Sの人中継線より

番号検出線がトランスレータ(以後TLR と略す)へ引き込まれ

て,迂回路設定までに消去された番号がTLRで検出される｡ま

た止回路の複式をとらない場合にほREPより直接番号検出線を

TLRへ引き込むことができる｡

再生数′ナニのけた数は3けた以下であり,T/Sのシ工′しフ聞役式

は何シェ′Lソでも吋能である｢.

(3) 出中継根の種類

REPとクロスバ交換機間の信号方式としてはLM,OM,CXM,

ー128-
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第1表 A形MF信じ-送出装置品名一･覧表

塔 載 架

架
ロ
+Jll 名

(6号Bトランクストノナシェノレフ製)

拡大実装容ムヒ

7 シ ェ ル

名

T/S

KAS REP

AS REP

OM(〕GT

LM OGT

AS-1～チトラン ケスイ ッチ･ン工′L
‾7

2 川 維 KAS-1リート ヒ

2l･Il維 AS--1シナ レ ビ ー
ー グ

2 L‖1線ASl-ぢ･()M発†言装 毘

4llIl線AS-1-Fj▼LM亨己†i言与∈『t

KAS-1号セン〆りンク伯】御1肘削ゴ⊥び

KAS-いJ一セノグリンク付加用占TI

KASl号 ノt:ン
イ

KASl号 卜

KAS-2号ト

KAS 3号ト

KAS-4 ～プーl

ノ､

ノ､

名｢ミ

架

架

汽巳

KAS-11i一トランスレータ付加用l■1■-1A

KAS-1号トランスレータ付加用心B

KAS-1〉テトランスレ一夕付加川占l-1C

KAS-1-Fいランスレーク付加用ふ1D

KAS-2号トランスレータ架

KAS-1号トランスレータ架

6回線KAS-1号セング架

(8号Bトランクスイッナシェル■7架)

川･Ⅰ縦KASl号しヒー一夕柴

r 川･1維KAS-2号レトーク架

+lせ1線AS-1シJレビータ甥土

｢+l‾･-1線AS--2号レビータ架

川11線ASl号OM発信装置己架

9 シ ェ ル ■7

15×2 【l 路

20×2

23×2

30×2

lrl】 絡

僻 考

消去番号再生線を僻えた5粗式トランクスイツ子で

辻l句中継鰊能を有する｡

.課金機能`もり｡

l自+ 路

川 路

課金機能なし｡

45×2 同 株

r +卜1練AS-2弓▲OM発信鵜匠架

｢】い一概ASl

l▼1同線AS--2

L

_川11線KAS架
■

+川線KAS
架

｢+印紙KAS

｢+い】組KAS

/

/

100回線KAS-1号センタリンク架

30回線KAS-1号レビータ架

10回線AS-1号レビータ架

号LM発信装占賢架

号ⅠノM発信装匠架

1号-ヒノダリンク

2～i七

1号-1ニンダ紫

2号セン〆架

40回線AS-1号LM発信装置架

60×2 円 路

46×4 凹 路

60×4 l‾u】 路

レビータ100収容

レヒータ140収容

6 セ ノ 々

8 セ ノ ダ

レビータ後位に接続されOM,CXM,DXM同
線を構成する｡

レビータ後位のトラソクスイッチの後位に接続され
LM回線を構成する｡

KAS-1号セソダリソク制御装置,KAS-1号セソ
ダリソク付加用品(クロス/ミスイッチ)各1僻で20

一日J路のレビータを収容するリンクを構成する｡

ダイヤルパルスを受信し,後位へMF信号を送出す

る機能を有する｡

試験回路あり,6号装機局用｡

試験回路なL,6号峯望機局用｡

試験阿蹄あi),8号装械局用｡

試験回路なし,8号装機局用｡

/

汀

/

20回線AS-1号OM発信装置架

第2岡 A 形MlT†.‡り1)こ H 装 fF己

DXMいずれでも悼川できるよう考慮さJtているn rヒンダ(以後

SDRと略す)は令送出数乍の蓄積後,後位中継線を起動するので

巾継線の保留時間ほREPのそれよF)短くなり,したがってREP

の後位にT/S′(6号一Aトランクスイッチシェルフを使田できる)

を設け回線を経済的に構成することもできる｡

2～8のDコーードを展開するためのもので,そ′=/ど

か30対地分の容一足をもつKAS-ト4号トランスレ

【タ架にそれぞれ1個ずつ軒赦さか,A,B,C,
Dは塔司馴!自序を示す｡

()内の用架はすでに,実用化さjlてい三て)｡

(4)課 金 枚 能

前位の発信回線に課金装置がある場伽よ,木装酢

のAS-1号レビータ(以後ASREPと略す)を適用

しMF選択信号の送出を行ない,課金装揮のない場

令はKAS-1号レビータ(以後KASREPと略す)を

設置し,TLRより料金帯域の情報を受け揃位の小

継線へ‡筆算パルスを送出する｡前記両REPが同一

局に設置される場合はセングリンク柴(以後SLFと

略す)以下の共通装置は伺群として構成できる〔

(5)クロスノミ局への着信接続

C3,4,5形のクロスバ局MF回線への接続が可

能であり,この場合は消去番弓一ほ除きSDRの受信

したダイヤル番号のみをクロスバ局へ送たHする｡

2.2 動 作 概 要

弟】図によりKASREPを使用する場介の動作概要

を説明する｡

(1)起呼よf)加入者ダイヤル受信

KAS REPが前位T/Sを経て捕捉されるとSI-F

が起動され,SLFで空SDRを選択,捕捉し,バイ

リンク構成の過程を経て各情報リードを完結する

と,SDRではTLR-T/S-REP-SLFを経てSDRに

う至る番号検旧線を使用して本出中継線が設定される

までにセレク_タステージで消去されたダイヤルけた

数の検出を行ない,次いで送られる加入者ダイヤルを受信し,計

数蓄積する〔

(2)消去番号の再生および課金情報,送出けた情報の検出

SDRにおいて検出した消去数字のけた数と蓄積ダイヤルけた

数の和が4けたになるとSDRほTLRを捕捉する｡TLRでほ

TLR-SDR-SLF-KAS REP--T/S-TLRの番号検出線を通して消

ー129
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去番号の再生を行ない,蓄積すると同時に,これにSDRを転送

し,受信蓄積させる｡TLRは再生したコード(たとえばA,Bコ

ード)およびSDRより受信したコード(たとえばC,Dコー

ド)をチェックし,完全1,2,3数字,部分4数字展開端子に

おいて展開し,整流器マトリックスにより,送出けた数,接続制

限の情報を得,これをSDRへ転送すると同時に課金情報も同様

にして検出し,これを1,2,4,8コードとしてKASREPへ

転送し蓄積させ,SDR,KASREPにおける情報蓄積完了により

開放される｡

(3)MF選択信号の送出

SDRは送出けた情報で指定された最終けたのダイヤルが受信

されはじめるとSLF-REPを経て後位交換機を起動し,MF信号

の送出を開始し,その終了によF)復一口する｡SDRの平均保留時

間ほ14秒であり,そのうちMF信号を送出する時間は2秒以内

である｡したがって本装匠のSDRでは2回路のSDRで1回路の

MF発振器を共用し,相手SDRがMF発振器を使用していない

ときのみ発振器を使用する方式をとっており,これによる全体の

SDR保留時間の延びは1%以下である〔

(4)着信側応答,通話

REPは着信側応答を識別の後,K課金方式(3)に従って前任へメ

ータパルス送出を行ない,通話終了すれば発信側よりの抑桝信号

により,後位の正常復旧を確認して復旧する∩

3.迂 回 中 継

クロスバ市外交換機ほ,lT=白な迂回中継機能と,高度な通話品質

特に雑音が少ない特長をもっているn KAS装置も市外発信交換機

を構成するから,回線網の経済的な設定のため,斜同線の設定と迂l白】

中継機能が要求される｡しかしクロスバ交換燐と異なり高度の共通

制御機能はもたないので,その迂回機能は1何に制限されている｡

従来A形交換機でほ6号Cセレクタのような切替セレクタを用い迂

回中継を行なわせていたが,本装岸ではトランクスイッチによる新

しい迂回方式を開発した∩

3･1切替セレクタ方式との比較

弟3図に切替セレクタによる迂回とトランクスイッチによる迂回

の中継方式図を示す｡切替セレクタほ前位の装岸より捕捉される

と,直ちにトランクスイッチを経て迂回線を起動する〔次のダイヤ

ルは迂回線に中継するとともに,セレクタは汁tレベルを選択し,あ

き中継線を接線する｡出中継線が捕捉さオtた場合は迂回線を開放

し,肘中継繰が描捉できない場合は迂回線を延長する｡またトラン

クスイッチによる迂回中継方式では,トランクスイッチの出線を15

回線の斜回線と10回線の辻回線に分割し,斜印綬があきの場合ト

ランクスイッチはあき回線を捕捉し,斜回線を使先して使関する〔

前位セレクタより

切繁三種
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第3図 迂回中郷方式の比較
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の番号を示す｡また入巾継線25回線で1シェルフを構成する｡

第5国 AS-1ゝテトラソクスイッチシェルフ回路略図

斜回線が全話中の場合のみ,トランクスイッチは迂回線に回りす回

線を捕捉する〔

トランクスイッチによる迂回方式の切替セレクタにまさる利点ほ

次のとおりである｡

(1)共通装置のセソダへの負荷が小さくなる｡切替セレクタ方

式でほ,斜回線の呼もいったん迂回路を起動しセソダを描捉す

る〔もちろん斜凹線の捕捉が確定すればセンダを開放するが,斜

回線の呼の比ヰiが多いので,1何の保留時間は短くとも,セソダ

への無効呼量は迂回線の正常な呼量とほぼ同じ量に達し,セソダ

の設備数を多くしなければならなくなる｡

(2)切替セレクタ方式では各セレクタに1個ずつトランクスイ

ッチが必要であるが,本方式では,迂回を行なうレベルにのみト

ランクスイッチを設ければよいので,迂回を行なわない直通回線

の呼が多い場合ほトランクスイヅチの数が少なく経済的である｡

(3)切替セレクタほ,次の1数字の選択で必ず斜回線が迂回線

を選択しなくてはならないが,トランクスイッチによる方式でほ

この制限がない｡第3図のように,セレクタを2段以上経由して

も迂回が可能である｡

3.2 迂回中継用トランクスイッチシェルフ

従来のトランクスイッチシェルフに迂回中継機能および多シェル

フ閉複式の機能を追加したのが,弟4図に外観を示すトランクスイ

ッチシェルフで,弟5図はその回路略図である｡従来のトランクス

イッチシェルフほSTリレーを直接RT線に接続していたのである

が,STリレー駆動のノミソクを分けトランクスイッチ内でSTリレ

ーの励磁回路ができるので,多シェルフを複式にしてもSTリレー

が25個以上並列になることほない｡TKリレーは最初の1シェル

フのみRT線に接続し,以下のシェルフは順次前のシェルフのTK

リレーの接点により動作させられる｡TB,TBAリレーは一つのセ

レクタレベルの斜回線の全話中を判別するリレーで,これが動作し

たときはじめて,16～25バンクの閉そくをとくように構成されてい

るっ特に2垂接続が起こらないように,ロータリスイッチの回転中

もRT線に地気を出して前位からの着信を防御する｡

多シェルフ間の複式をとるためと,消去番号検出の回路を作るた

め,5線式のトランクスイッチとし,6レベルのロータリスイッチ

を用いているが,大きさは従来の6号A,Bトランクスイッチシェ
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注:(1)本国はレビータ100川岸木,センダ28川路収容のフレーム構成を示す｡

(2)SWO～SW4はクロスノニスイソナ叫司路番号を′lミしOAO～4B4

はノレームにおける収容位匪む示す｡,

約6上宝1セングリンタフレームの柄戌

第2表 センダのグレーデソグ未

疎水平側収容

OA

IA

2A

3A

4A

O B

IB

2B

3B

4B

水平側収容レt

グ形式を′Jlす｡
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IAO
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3AO
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2BO
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ルフ(4)と同じであり,従来の6号Bおよぴ8号Bトラン

クスイッチ架をそのまま使用できる｡

4.セングリンク架

4.1フレーム構成

レビータとセソダ間にはダイヤルインパルス転送,消

去番号再生,課金情報転送,MF選択信号の送出,その

はか接続制御などのため12本の情報転送リードが必要

となり,このための接続回路はクロスバスイッチにより

弟る図のように構成される｡水上P路10,垂直路20の6

ワイヤクロスバスイッチの水平路複式を4分割し,水平

側にはレビータ20回路,垂直側にほセソダ10回路を収

容することにより,1個のクロスバスイッチでレビータ

10回路対センダ5回路の接続を行なうリンクを2群構

成している｡制御回路は1クロスバスイッチに対応して

1凹路設けられ,各レビータに生起する呼をダイヤルポ

ーズ内に1at
a time baseでセンダへ接続する機能を

冶■するはか,レビータが捕捉し得るセンダ群が全話巾と

なった場合,その対応するレビータをふさぐ群閉そく機

能を有している｡

群閉そく機能を設けることにより,1レビークの捕捉

し得るセソダを5回路とし,フレーム構成を経済化して

も,仝発信レベルに対してセソダ遥択方式を完全群に近い能率で動

作させることが可能である｡

4.2 センダグレーデング

センダグレーデングは葬る図に示すようにクロスバスイッチ垂直

側の対応リードを複式接続することにより設定され,センダの選

択,閉そくほ制御回路において行なわれる｡センダの所要数および

これに従ったセソダグレーデングほ工事設計におし､て最終的に決ま

るものであるが,製造上は梨単位で収容するセソダ数が最大のグレ

ーデング形式を作成しておき,工事者がさらにトラフィック条件で

決まるセノダ数に応じて複式布線を行なう方式をとっている｡弟2

表ほレビータ100回路のKAS-1号センダリンク架の最終グレーデ

ング形式を示すもので,OA～4Bはクロスバスイッチの水JP側に

収容されるレビータ群(各群10レビータ)を示し,OAO,1AO,‥…･

は対応するセソダの垂直側の収容を示す｡
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5.消去番号の再生

本装挺はTTSに対し,市外選択番号のAコードより

送るので,本装置のレビータ捕捉までにセレクタ駆動に

川いられた数′子二を再生する必要がある｡また前位セレク

タの出線が複式となり,いくつかのレベルの迂回路が集

められて一群のレビータに接続されるので,レビークが

決まっただけでは消去数字を決定することはできない｡

このため5線式のトランクスイッチを設け,トランクス

イッチの人中継線側より,消去番ぢ-の再生を行なうよう

になっている｡

5,1消去けた数の検出

弟7図に消去番号再生の原理図を示す｡センダにおい

てほ最初消去番号のけた数だけわかれば,このけた数だ

けあけてダイヤル番号を蓄積する｡すなわち2けた消去

ならば,A,Bコードの蓄積回路をとばして,Cコード

よりセンダで受信したダイヤル番号を蓄積する｡このた

めSA,SB線の極性により,消去番号を弟3表のよう

に判別する｡SA,SB線に送出される電池はトランス

レータより抵抗を経て各トランクスイッチの入中継線の
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第3表 消去けた 数 の 判 別

+上

SA線の極性 SB線の極性 Lセノダの動作リレー

i■デーj去トナたなし

1けた消.ム

2 けた消去

3 けた消去

一
一
＋

＋

【

＋
一
＋

SAN,SBN

SAN,SBP

SAP,SBN

SAP,SBP

SA,SB端/一に接続される｡センダほ動作したSAN,SAP,SBN,

SBPリレーの組み合わせにより消去けた数を判別し,その結果を

チェックしてSKRリレーを動作させる｡

5.2 消去番号の検出

センダほ消去番号を含めて4数字すなわちDコードまでダイヤル

をうけると,トランスレータを捕捉する｡No.0トランスレータを

捕捉した場合はSA線,No.1トランスレークを捕捉した場合ほ,

SIi線を用いて検出を行なう｡まずLKN,LKPリレーにより,

SA,SB線の極性を判別し,CMOまたはCMlコンデンサに充

電された電圧によりその倍電圧を線路に送出して消去番号に対応し

たルートリレーROOを動作させ,これを20ut Of5の番引こ変換

し,課金情報の検出に用いるほか,消去されてしまったためあらか

じめセソダであけてあったA,Bコードの蓄積回路へ送出して蓄積

し,TTSへの送出信号に用いる｡

ルートリレーは消去番号のけた数ごとに10刀路ずつ合計30佃

No.0,1トランスレータに設けられている｡それと並列の抵抗はセ

ンダのけた識別リレーの動作lロ†路を構成する｡

各トランスレータにはCMO,CMlコンデンサと全く同じ回路

が,もう1組ずつ設けられており,通常ほLKA,IJKBリレーの動

作で二つの回路を交互に使用しているが,障講で番号検出動作が一

定時間(100～150血S)内に終了しないときは,LKA,ⅠノKBリレー

の動作を変換し,番号検出動作の再試行を行なう｡

る.保守試験方法

る.1試 験 方 法

本装置はセンダなどの回路構成において経済化をはかり,レビー

タ,センダリソク,セソダについてほ単体試験装置を設けず,レビ

ータ,セノダリンク,セソダ,トランスレータの総合接続試験の過

程において各装置の指定接続試験を行なうコール,スルー方式を採

川した｡

トランスレータについてはジャンパ線の点検などの目的で中体試

験装担が考慮され,トランスレーク架l勺に試験盤として実装されて

いる｡

弟8図は試験系統を′Jミす｡各装置の試験に必要な23本のリード

はレビータ,セソダリンク,センダ各架の試験マルチジャックに復

式になっており,これに試験を接続しどの架の前からでも総こ‡接続

.ン(験がテfなえるゥレビータおよび発信装帯の指定は各架のテストジ

ャックのノミッナングで行ない,センダの指定情報は試験機より試験

ヾルチンャックな経てセングリンク制御装置へ与えられる｡
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第9図 KAS-1･ひ 試 験 機

第4蓑 セソグリンク制御装置の保留時間

供試接続′し-ト 蝕留同時(ms) 供試接続ルート 保留時間(ms)

0

0

0

0

0

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

測 元三′.L去り三
-48V

第5蓑 トランスレータの侠掛け間

供武装匠No.
保 留 時 間(ms二)

誉告至‾才是ILだ二鳥無対地の呼 再試-上の呼

ニ::?L;三言l三3;
測 定 屯 旺

-49V

…三】喜三…

d.2 試 験 機

弟9図に示さメLる試験機は本矧ごど亡の実用化に作い.‡辻計されたもの

である〔

本試験機ほぁらかじガ〕什意にセットしたダイヤ′レインパ′しス,消

ょけた数の情純などを試験開始電けんを拙作することにより自動的

に送出L,さらにセンダよF)送HlされるMF†言り一を受信し,送出し

た信り▲と受信■したイ言-り▲をrた1助照｢‡する機能をイfするほか,装掟米上

榔の装fF一三を試験する際試験機を遠隔操作するハンドセットを有する

など本装f程の試験に必要なすべての条件を肺えている｡

7.試 験 結 果

7.1保 留 時 間

(1)セノグリンクて別御装置

センダリンク制御装置ではレビーメ20凹路に対するセソダ選

択を1at a time baseで行なう｡1偶の呼により制御装揖が保

増される時間は約90nlSであり,ノニイリンク凶絡も設けられてお

り,ダイヤ/しホーズ内接縦に十分なものである｡クロス/ミスイッ

チの選択,保持マグネットを陪電圧駆動しない場糾こほ保留時間

が約120msとなる｡試作品に対する保留時間の測定結果を弟4

表に示す｡

(2)トランスレータ

トランスレークの保留時間は約100msであるが呼の種類によ

り異なる〔こ才tほリレーの動作復IH段数が呼の種規により異なる

ためで,試作品に対する測謹結果は第5表のとおりである｡

7.2 センダの動作限界‾

本装掛ま直接加入者回線をセンダに引き込まず,レビークでいっ

-132-
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第11岡 トランジスタタイ ミングユニット

たんダイヤルイン/ペルスを小継し,センダに送り込んでいる｡レビ

ータのインパルス受信回路はA形交換機で一般に用いられている

1-Gレビータ(5)のそれと同じである｡センダのインパルス受信の小

継ひずみおよび計数回路の動作回路は舞10図のとおりで入メーク

比20%でも計数回路は十分安全に動n‾サる｡

7.3 トランジスタタイミングユニット

本装置ではセソダにおけるけた間タイミング(5秒)の段延にト

ランジスタタイミソグユニットを採用し,高圧電源を使用しないよ

うにしてある｡本ユニットは一般の数秒ないし数百ミリ秒のタイミ

ング設定もできる｡構造は日本電信電話公社制走による｢E形ジャ

ックおよびプリント板仕様書+(特仕-444一拉)に適合するプラグイン

タイプで,外観は弟11図に示すとおりである｡木試作ん-一における

特性測定結果ほ周州温度変化0～40℃,電源電圧変動48±5Vにお

いて,弟12図のとおりであり,比較的女定な帆句を示している｡

7.4 有極リレーのタイミング回路

トランスレータにおいて,レビークの村域情報苔積の時間設延

(20～25ms)および消去番-け検出のタイミング監視(100～150ms)

に有極リレーによるタイミング回路を用いているが,その特性は第

13図に示すとおりで,前者のタイミングには0.25～0.33/ノF,後者の

タイミングには6.8～10.9/JFが適当である｡

8.韓 日

以上SMS装捏の構成,回路方式の特長および試験結果について
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第13図 有極リレーのタイ ミソグ回路の特性

述べた｡本装筐はストロージャ局に設備される装経であるが,その

機器および匝1路技術はクロスバ交換機の方式を大幅に取り入れたも

のである｡しかし機能をいたずらに万能化することを避け,必要投

小限にとどめているので,きわめて小形で経済的なものとなってい

る｡たとえばセンダについて比較すれば,クロスバ交換機のそれに

比較して,占有スペースは%以下である｡

昨年の9月末に行なわれた市外電話の料金稚けの改正により長距離

の自動即時化が可能になり,そ甲実現が強力に推進されていると

き,既設のステップバイステップ交換網に本装臣を付加することに

より,多くの加入者に早期に長距離の即時サービスを供給すること

ができる見込みである｡

最後に本装置の開発にあたり,終始ご指導とご援助をいただいた

日本電信電話公社および日立製作所の関係各位に厚く感謝の意を表

する｡
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